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１． はじめに 
 
現在、日本各地にある生活道路が、幹線道路の渋滞

を避ける車によって、いわゆる「抜け道」として利用さ

れており、周辺に生活する多くの人々が悩まされている。

カーナビの普及や、インターネットによる抜け道情報の

横行も手伝って、近年このような抜け道利用による問題

は一層深刻になっている。これらの道を利用するドライ

バーの中には、一度通行し始めた路線を、特別な理由を

持たないまま習慣的に利用している人たちも含まれてい

ることが考えられる。本研究では、抜け道として利用さ

れ、大量の通過交通が流入している路線において、ドラ

イバーに、「自分たちの何気ない行動が、近隣住民への

恒常的な迷惑になっている」という自覚を促すことによ

り、抜け道の利用を自発的にやめてもらうことを目的と

した社会実験を実施し、その効果を検証した。 

 

２． 対象路線の概要 
 
今回実験を実施したのは、東京都国分寺市を南北に

走る南向き一方通行の生活道路である、国分寺高校東通

りである。国分寺高校東通りには、周辺の幹線道路の混

雑を避けるため平日の朝夕の時間帯に多くの通過交通が

進入し、抜け道として利用されている状況である。さら

に、それらの通過交通の中には規制速度を超過して走行

する車両も多数見られる状態である。歩行者や自転車利

用者は、そのような車両によって危険にさらされており、

沿道住民には振動・騒音といった被害も及んでいる。 

 
３． モビリティ・マネジメント手法の援用 
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ドライバーが自発的に交通行動を変更することを期

待する施策として、「モビリティ・マネジメント（以下、

ＭＭと表記）」という施策が近年提案されている。ＭＭ

は「ひとり一人のモビリティ(移動)が、社会的にも個人

的にも望ましい方向に自発的に変化することを促す、コ

ミュニケーションを中心とした交通政策」と定義されて

いる。主として、自動車利用を公共交通などに転換して

もらうことを目的とするＭＭ施策において用いられるコ

ミュニケーション技術のうち、抜け道利用行動の抑制に

利用できる手法として、・行動プラン法、・依頼法、お

よび、・事実情報提供法を用いることとした。ＭＭにお

ける各コミュニケーション技術の役割と、本実験での利

用方法を、表－1に列挙する。 

 

表－1 本実験へのコミュニケーション技術の援用方法 

コミュニ

ケーショ

ン技術 

ＭＭにおける手法 

抜け道利用ドライバーに

対する自覚促し実験にお

ける利用方法 

抜け道利用車両によって

沿道住民、歩行者、自転

車利用者がこうむってい

る迷惑を、住民の体験談

や、児童が書いた自筆の

作文により伝えること

で、ドライバーの道徳意

識に働きかける。 

事実情報

提供法 

公共交通の路線図

や時刻表の情報を

伝えてクルマから

公共交通への転換

を促したり、クル

マの使用による環

境問題を伝えるこ

とで道徳意識に働

きかけたりする。 
幹線道路を使用した場合

にかかる所要時間と、国

分寺高校東通を使用した

場合の所要時間をドライ

バーに伝える。 

依頼法 

「クルマのかしこ

い使い方」を呼び

かける。 

国分寺高校東通りの抜け

道利用をやめることを呼

びかける。 

行動 

プラン法

「いつ、どこで、

どのように行動を

変えるのか」を尋

ね、その具体的内

容の記述を要請す

る。具体的な実行

意図を形成する。 

ドライバーに、国分寺高

校東通りを通るのをやめ

た場合どのようなルート

を通行するか、何時に出

発するかを、アンケート

票へ具体的に記入しても

らう。 



４． 実験実施概要 
 
（１） コミュニケーションツールの配布 
国分寺高校東通りを通行するドライバーに対し

て、・抜け道利用の自覚を促すための冊子（自覚促しパ

ンフレット、図－1）、および、・行動プラン票を含む

アンケート票、の2点を配布した。配布は、国分寺高校

東通りにおいて、赤信号で停止しているドライバーへの

手渡しと、国分寺高校東通りの抜け道利用が予想される

地域の住民に対するポスティングにより実施した。周辺

住民に対しては、協力意思を示していただいた方に対し

て、約一ヵ月後に再度、実験実施後の交通行動の変化に

関するアンケート調査を行った。表-2に、配布回収概要

を示す。 

（２） 自覚促しパンフレット 

以下に、ドライバーに配布した自覚促しパンフレッ

トの内容と作成手続きを紹介する。 

a） 児童による自筆の体験談 
事実情報の提供として、地域の小学生が国分寺高校

東通りにおいて危険だと感じた体験を、作文として書い

てもらい、自筆で掲載した。更に、周辺住民の体験談と、

実際に当該道路で事故を起こしたドライバーの証言を載

配布対象 配布日、配布方法 配布数 回収数 回収率 

通行 

ドライバー 

2006年 

9月28日、10月3日 

手渡し 

999票 271票 27.1% 

2006年10月3日 

ポスティング 
1338票 122票 9.1% 

近隣団地居住 

ドライバー 2006年11月 

郵送 
45票 33票 73.3% 

表 ―2 コミュニケーションツールの配布回収概要 

 

図－1ドライバーに配布した自覚促しパンフレットの内容 



せ、抜け道利用ドライバーの道徳意識に訴えかけた。 

b） 抜け道の特定と所要時間比較の提示 
もう一つの事実情報として、起終点を同じくした経

路において、国分寺高校東通りを抜け道として利用した 

場合の旅行時間と、幹線道路を利用した場合の旅行

時間を提供し、抜け道の利用による時間の短縮の程度の

小ささを示した。 

抜け道利用経路の特定に当たっては、ナンバープレ

ート調査を実施し、国分寺高校東通りを抜け道として利

用している車が、どのような経路を通行しているのかを

特定した。その後、代表的な2つの抜け道利用経路を選

択し、それぞれ起終点が同じ幹線道路利用経路を設定し

た上で、起点から同時刻に実験車両を出発させ、終点ま

での旅行時間を計測した。 

（３） 行動プラン票を含むアンケート票 
ドライバーには、自覚促しパンフレットと共にアン

ケート票を配布した。アンケートでは、抜け道利用の実

態と自覚促しパンフレットに対する印象を調査すると共

に、ドライバーが国分寺高校東通りを抜け道として利用

しないための行動プランを立てられるようにした。国分

寺高校東通りを含む地図上に、抜け道利用経路および、

幹線道路を利用した場合の経路を書き込み、さらに幹線

道路利用経路に変更した場合には、何分早く、何時に出

発しなければならないかを回答してもらい、行動意図の

形成を図った。自覚促しパンフレットによる事実情報の

提供を参考に行動プランを立ててもらうよう、アンケー

トの表紙には、まず同封した自覚促しパンフレットを読

んでから回答するよう、お願い文を掲示した。 

 
５． ドライバーの交通行動と意識の変化 
 

自覚促し実験の事前、事後の交通量を図－2に示す。

図中の貨物車とは軽トラックを含めたトラックの台数を

示しており、普通車とは、トラック以外の車の台数を示

している。 

自覚促し実験の実施の事前と事後の交通量を比較す

ると、貨物車で59台の減少、普通車で14台の減少が見ら

れ、合わせて73台の減少が見られる。貨物車では、

27.3%の減少が見られる。このことから、自覚促し実験

の実施により、国分寺高校東通りを抜け道として利用し

ていたドライバーが、利用をやめたことが考えられる。

パンフレットを受け取った従業員から報告を受けて、当

該道路の通行をやめた業者があったことも確認された。 

 
（１） アンケート調査結果 
a） 抜け道利用による迷惑の認識 
「今回パンフレットをお読みになって、どうお感じ

になりましたか？」という問いに対しては、「車での通

行が迷惑をかけているとは全く知らなかった」と回答す

る人が23.3%、「少しは知っていたがこれほど迷惑をか

けているとは知らなかった」と回答する人が47.5%おり、

パンフレットによって7割以上の人に、車による迷惑を

認識してもらうことができた（図－3）。 

b） 行動プランの実現可能性 
国分寺高校東通りの代わりに、生活道路を使わない

経路を通行する行動プランを立ててもらった後で、その

行動をとることが可能かどうか聞いた（図－4）。「可

能である」と回答する人が41.5%で、「業務等のスケジ

ュール上不可能である」という人は10.8%にとどまった。 
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図－2自覚促し実験前後の交通量の変化 
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図－3 抜け道利用による迷惑の認識 
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図－4 行動プランの実行可能性 



c） 明日からの抜け道の利用意思 
「明日から国分寺高校東通りの通行をどうしようと

思われますか？」という問に対しては、「できるだけ通

らないようにすると思う」と回答する人が25.1%、「通

るけれど、速度を落として注意深く通ると思う」と回答

する人が57.5%いる。また、「二度と通らないと思う」

と回答する人も2.7%いた（図－5）。 

d） パンフレットを受け取り第 1 回アンケートに回

答したドライバーの1ヶ月後の行動変化（第2回ア

ンケート調査） 
コミュニケーションツールの配布から約1ヶ月後に、

国分寺高校東通りを、抜け道として利用していた近隣団

地居住者に対して第2回アンケート調査を実施した。そ

こで、前回の自覚促しパンフレットとアンケートの配布

後、国分寺高校東通りの通行に変化があったかを聞いた

（図－6）。「国分寺高校東通りを通行するのをやめ

た」と回答する人が21.9%おり、また、「できるだけ通

行しないようにしている」と回答する人も21.9%いた。

パンフレット配布後、第2回の調査までに、「国分寺高

校東通りを通行する用事はなかった」と回答する人も

25.0%含まれており、「特に行動は変えず国分寺高校東

通りを通行している」と回答した人は5.3%であった。 

さらに、国分寺高校東通り以外での普段の車利用の

変化について訊ねた（図－7）。「国分寺高校東通り以

外の生活道路も、抜け道として利用しなくなった」と回

答した人が16.1%、「国分寺高校東通り以外の生活道路

も、できるだけ車で通行しなくなった」と回答した人が

19.4%いた。「国分寺高校東通り以外の生活道路でも、

速度を落として注意深く通るようになった」と回答する

人は54.8%で過半数を占めた。これらのことから、本実

験が、実験実施路線以外の、生活道路全般に対する意識

の見直しに貢献した可能性がある。 

 
６． おわりに 
 
本研究では、抜け道利用ドライバーに対して、ＭＭ

の手法を用いて、生活道路の車通行による迷惑の自覚を

促すことにより、抜け道利用を自発的にやめるドライバ

ーがいることが確認された。「モラルへの訴えはむなし

い」と言われることがあるが、適切な手法を選択するこ

とにより、生活道路の通過交通の削減に役立つ可能性が

示唆された。 

今後の課題としては、自覚の促しによる抜け道利用

の抑制効果の継続性を確認することや、コントロール層

の設置により、どのような要因が抜け道利用の抑制によ

り効果があるかを精査することが挙げられる。 
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図－5 明日からの抜け道利用意向 

2.7% 57.5% 14.7%

二度と通らな

いと思う

25.1%

できるだけ通

らないようにす

ると思う

通るけれど、

速度を落とし

て注意深く通

ると思う

特に行動を変

えようとは思

わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

N=259

図－6 パンフレットを受け取り第1回アンケートに回

答したドライバーの 1 ヶ月後の行動変化（第 2

回アンケート調査） 
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図－7 パンフレットを受け取り第 1 回アンケート

に回答したドライバーの 1 ヶ月後の実験実

施路線以外の生活道路の通行の変化 
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